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ナトリウム冷却高速炉のソースターム研究の一環として、気相中におけるガス状ヨウ素の生成挙動に着目

した研究を実施している。本発表では、この生成挙動を実験的に把握するため、その第一段階として実施し

た、不活性雰囲気におけるヨウ化ナトリウムの熱分析の結果について報告する。 
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1. 緒言  

ヨウ素はナトリウム（Na）と容易に反応してヨウ化ナトリウム（NaI）となり、さらに雰囲気条件によって

は、その一部が非エアロゾル状（ガス状）のヨウ素としてふるまうとの知見もあるが、詳細は不明である。

本報では、ガス状ヨウ素生成挙動を把握する第一段階として、不活性雰囲気における NaI の熱分析を実施し

た結果を述べる。 

2. 試験方法 

熱分析には、アルゴンガス（Ar）雰囲気のグローブボックス内に設置した示差走査熱量測定（DSC）装置

を使用した。試料容器は Na 化合物との反応性を考慮して、SUS304L 製で内径 5mm、深さ 76mm のもので、

基準物質側にアルミナを、試料側に NaI の試薬を挿入した。測定は Ar 雰囲気中、昇温速度 2.5～10K/min で

室温から 800℃まで加熱し、測定後は DSC 容器から回収した試料を X 線回折法（XRD）により分析した。 

3. 試験結果 

図 1 に不活性雰囲気における NaI の DSC 曲線を示す。いずれの昇温

速度でも、約 660 ℃に吸熱ピークが出現しており、既往の熱力学データ

ベースで分解温度と定義されている数値[1]に対応していることを確認

した。また、吸熱ピークから算出したエンタルピーも約 161 J/g と既往知

見[1]と概ね一致した。しかし、吸熱ピークは昇温速度による依存性があ

まりないため、速度論的に速い事象と解釈され、前報の化学平衡計算に

よる結果と併せて考察すると、約 660℃で生じる熱的変化はガス状ヨウ

素を生成するような熱分解ではなく、相変化であることが示唆される。

試験後に回収した試料の XRD 分析からも NaI のみが検知され、これらを裏付ける結果が得られた。 

4. 結言 

 ガス状ヨウ素生成挙動を把握する第一段階として、不活性雰囲気での NaI の熱分析を実施した結果、約

660℃の熱的変化は熱分解ではなく、相変化に起因することが示唆された。なお、本報告は、経済産業省から

の受託事業である「令和 3 年度高速炉に係る共通基盤のための技術開発」の一環として実施した成果である。 
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  図 1 NaI の DSC曲線 
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